




越谷・松伏水道企業団水道だより 4月号 越谷・松伏水道企業団水道だより 4月号（3） （2）

水道だよりに掲載する広告を募集しています。詳しくは企業団ホームページをご覧下さい。（水道だより発行部数　約10万部）
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平成30年度 水道事業経営方針（要約）平成30年度 水道事業経営方針（要約）平成30年度 予算のあらまし平成30年度 予算のあらまし
　越谷・松伏水道企業団は、基本計画である、「水道事業マスタープラン」に掲げる各施策を着実かつ効果的に進めるため、平成30年度水道事業経営方針を
まとめました。
　当企業団は昭和44年に設立され、来年4月に満50年を迎えます。設立当初14万人ほどであった給水人口は、地域の発展とともに増加し、今や37万人を
超える規模となっています。これからも、生活に欠かすことのできない水道水を越谷市・松伏町のお客様へ安定して送り続けるために、将来を見据えた中長
期的な視点による計画的で効率的な水道事業経営に取り組んでいきます。
　ここでは、「水道事業マスタープラン」で掲げる、3つの基本方針である、「強靭で安定した水道事業の構築を目指して」、「安全な水の給水を目指して」、「持
続可能な水道事業経営を目指して」に沿って主要な施策について説明します。

　水道事業は、お客様からお支払いいただいている水道料金で必要な経費をまかなう独立採算制で運
営しています。
　平成30年度の予算編成にあたっては、「水道事業マスタープラン」に掲げる各施策を着実に実施す
るとともに、計画達成に向けて財源の効率的・効果的な活用に努めることを基本とし、予算及び実施計
画を取りまとめました。

　収入は78億3,800万円、支出は69億3,000万円となっています。
　収入では、年間配水量は3,760万㎥で見込み、給水戸数は増えるも
のの、全体的な水需要の減少により、水道料金は前年度比1,100万円
減の67億4,420万円となっています。長期前受金戻入は前年度比
1,440万円増の7億7,680万円となり、その他収益を合わせた収入全
体の合計は、前年度比100万円減となっています。
　支出では、年間配水量を前年度と同量と見込み、埼玉県営水道から原
水を購入する費用は、前年度と同額となっています。お客様に水をお届
けする費用は前年度比1億700万円増、減価償却費は前年度比2,300
万円増、支払利息は前年度比3,550万円減となり、その他を合わせた
支出全体の合計は、前年度比3,600万円増となっています。
　収入から支出を差し引いた収支差額は、前年度比3,700万円減の9
億800万円となりました。
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●2か年の継続事業として実施している、東部配水場の耐震補強と電
気・機械設備の更新工事は平成31年3月の竣工を目指します。

●築比地浄水場系の基幹管路の更新については、昨年度からの継続事業
である第1工区と併せて第2工区も2か年継続事業として着手しま
す。

●中小口径管のコストダウンを図るため、耐震性と長寿命性を備え、か
つ経済性に優れる水道配水用ポリエチレン管の平成31年度からの
本格採用に向け、試験施工を行います。

●危機管理対策については、被害想定による図上シミュレーションを取
り入れた災害初動訓練を実施します。また、他団体等とも連携し、広域
的な無線通信訓練や情報伝達訓練を実施します。

将来にわたって安定的に
水を供給し続けるため、
地震等の災害に備えて、
浄・配水場や基幹管路な
ど水道施設の耐震化を推
進するとともに、危機管
理対策の充実を図り、強
靭な水道を構築します。

●水質管理については、水源から蛇口までの水質を総合的に管理する
「水安全計画」に基づき、常に安全な水道水を供給していきます。

●水質検査は、毎年度策定し公表している「水質検査計画」に則り、きめ
細かく検査を実施するとともに、ガスクロマトグラフ質量分析計や末
端水質監視装置を更新し、検査精度の向上と信頼性の確保に努めま
す。

●濁水の発生要因ともなる経年化した配水管を対象に、引き続き過去の
管洗浄データの分析結果を基にエリアを抽出し、計画的に配水管の洗
浄を実施します。

●貯水槽の水質劣化を抑制するため、貯水槽設置者に対し適正管理を促
すとともに、直結直圧給水方式や直結増圧給水方式の普及・啓発に取
り組みます。

水道施設を適正に維持
管理し、水源から蛇口
までの水質管理を徹底
することによって、安
全で良質な水道水を供
給し続ける水道を目指
します。

●水道事業の広域化については、埼玉県及び近隣事業体で構成する「埼
玉県第2ブロック水道広域化実施検討部会」において、料金システム
の統合や施設の再構築について引き続き協議を進めていきます。

●当企業団は来年4月に設立50周年を迎えることから、平成30年度の
水道フェアや親子水道教室などを記念事業として開催するとともに、
記念誌の作成やPRキャラクターの公募などを行います。

●水道料金の収納率向上に向け、新たに未収整理業務の一部を弁護士に委
託し、速やかな未収金回収に一層努めていきます。

●環境対策として、引き続き西部配水場の小水力発電や北部配水場の太
陽光発電による再生可能エネルギーを活用するとともに、東部配水場
の配水ポンプに高効率なインバーター制御設備を導入し電力量を削
減します。

将来にわたって健全な水
道事業経営を持続してい
くため、中長期的な財政収
支見通しと適切な資産管
理の下、経営の効率化や人
材の育成と技術の継承、環
境へ配慮した事業などの
取組みを推進します。

で安定した水道事業の構築を目指してで安定した水道事業の構築を目指して

な水の給水を目指してな水の給水を目指して

可能な水道事業経営を目指して可能な水道事業経営を目指して

地区 事業所名 所在地 電話番号

桜井

新方

増林

大袋

荻島

出羽

地区 事業所名 所在地 電話番号

蒲生

川柳
大相模

越ヶ谷

大沢

松伏

飯山建鉄株式会社

株式会社伸和設備

有限会社渡辺工業所

有限会社ヤマト工業所

共同工業株式会社

有限会社須賀設備

株式会社吉川水道冷熱

有限会社早山設備

株式会社協和設備

有限会社日栄設備

株式会社桶新設備

有限会社鈴木水道設備

有限会社田中水道工業所

共栄設備株式会社

越谷市平方1821

越谷市船渡495-1

越谷市船渡1735

越谷市増森2-164-5

越谷市増森2830-15

越谷市東越谷4-8-15

越谷市東越谷10-110-13

越谷市花田4-7-16

越谷市大道478

越谷市恩間29-6

越谷市西新井898

越谷市神明町2-38

越谷市新越谷1-64-17

越谷市七左町4-472-5

978-6000

978-8711

971-8355

962-5555

964-3561

965-2441

969-3611

965-2214

973-6000

975-6311

974-4716

964-7048

986-6021

986-3299

988-3067

987-5359

985-7221

987-2538

965-0351

974-8711

966-7781

962-3978

962-0171

962-0318

991-2403

991-2723

991-2459

991-2428

蒲生水道設備工業株式会社

株式会社水導屋

第一エネルギー設備株式会社

有限会社東部興業

株式会社水野工業所

株式会社ナカノヤ

株式会社新興設備

有限会社井戸由管工社

株式会社豊田設備

有限会社会田設備

今城電気商会

山崎工業所

明成工業株式会社

モリタヤ工業株式会社

 

 

越谷市蒲生1-3-39

越谷市蒲生3833-2

越谷市蒲生茜町13-2

越谷市川柳町4-374

越谷市西方2-25-4

越谷市大沢3-28-11

越谷市東大沢4-6-29 

越谷市御殿町3-46

越谷市中町11-4

越谷市赤山町5-10-12

松伏町松伏4818

松伏町上赤岩859-2

松伏町田中1-4-4

松伏町金杉477-2  

水道工事専門店が加盟する組合です。
水で困ったとき……まずはご連絡ください。

越谷松伏管工事業協同組合
越谷市大沢 4－17－17 TEL 048-964-6633　FAX 048-965-2846

広告

業
務
の
予
定
量

給水戸数 162,400戸
3,760万㎥

103,014㎥
32億4,070万円
東部配水場耐震補強
及び設備整備工事等〔　　　　　　　　 〕

年間配水量
1日平均配水量

主な建設改良事業

収　益　的　収　支 … 水道料金などの収入と、原水の購入費用や水を届けるために必要な費用の収支です。収　益　的　収　支 … 水道料金などの収入と、原水の購入費用や水を届けるために必要な費用の収支です。

　収入は19億9,700万円、支出は52億9,400万円となっています。
　収入では、建設改良に伴う財源として8億8,000万円を借入れ、加入
者分担金が6億円、有価証券の満期償還金等が4億10万円、越谷市や松
伏町からの工事負担金が8,820万円、国庫補助金が2,870万円で、収
入の合計は前年度比7,600万円減となっています。
　支出では、築比地浄水場基幹管路（第1工区・第2工区）の工事や東部
配水場の耐震化と電気・機械設備の更新など水道施設を建設・改良する
ための費用が38億8,270万円、借入金の返済が13億1,030万円、投
資有価証券の購入が1億100万円で、支出全体は前年度比2億2,700
万円増となっています。
　収入に対する支出の不足額32億9,700万円は、内部留保資金など
で補てんします。

資　本　的　収　支 … 資　本　的　収　支 … 借入金や加入者分担金などの収入と、浄・配水場や配水管を整備するなど安定して水を送る
ために必要な投資的支出の収支です。

水道料金
67億4,420万円

長期前受金戻入
7億7,680万円

その他
3億1,700万円

収支差額（利益）
9億800万円

その他
1億6,740万円

企業債利息
3億4,550万円

減価償却費
21億2,600万円お客様に水を

お届けするための
費用

20億110万円
埼玉県営水道から

原水を購入する費用
22億9,000万円

支出
69億3,000万円

収入
78億3,800万円

収入
78億3,800万円

※税込み

※税込み

不足額
32億9,700万円

借入金
8億8,000万円

加入者分担金
6億円

工事負担金
8,820万円

国庫補助金2,870万円

投資有価証券
の購入

1億100万円

借入金の返済
13億1,030万円

水道施設を建設・
改良するための費用
38億8,270万円

支出
52億9,400万円

収入
19億9,700万円

収入
19億9,700万円

企業団ホームページアドレス　http:www.koshi-matsu.koshigaya.saitama.jp/ 上下水道料金のお支払いは、便利な【口座振替】を利用しましょう。

　企
業
団
で
は
、安
全
で
良
質
な
水
を
お
届
け
す
る
た
め
、定
期
的
に
水
質
を
検
査
し

て
い
ま
す
。

　水
質
検
査
計
画
と
は
、検
査
の「
項
目
」「
場
所
」「
頻
度
」な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

毎
年
度
策
定
し
公
表
し
て
い
ま
す
。

で安定したで安定したで安定したで安定した強靭強靭

な水のな水のな水のな水の安全安全

可能な可能な可能な可能な持続持続

築比地浄水場系の基幹管路の更新築比地浄水場系の基幹管路の更新

水質検査の作業風景水質検査の作業風景

北部配水場の太陽光発電北部配水場の太陽光発電

有価証券の
満期償還金等
4億10万円
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平
成
30
年
度「
水
質
検
査
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

水
質
検
査
計
画
の
基
本
方
針

○
水
質
検
査
は
水
質
を
よ
り
良
く
維
持
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、検
査

結
果
は
速
や
か
に
浄
水
処
理
に
反
映
し
ま
す
。

○
企
業
団
は
埼
玉
県
営
水
道
か
ら
受
水
す
る
水
の
割
合
が
多
い
た
め
、検
査
結
果
が

活
用
で
き
る
よ
う
に
県
企
業
局
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

○
安
全
な
水
質
を
確
保
す
る
た
め
に
、法
令
で
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
水
質

基
準
項
目
だ
け
で
な
く
、検
査
義
務
の
な
い
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目
に
つ
い
て

も
検
査
を
行
い
ま
す
。

○
検
査
結
果
を
速
や
か
に
公
表
し
、情
報
を
提
供
し
ま
す
。さ
ら
に
結
果
を
評
価
し
、

継
続
的
に
検
査
計
画
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

水
質
検
査
計
画
の
特
徴

○
浄
水
場
や
配
水
場
で
の
検
査
の
ほ
か
、

公
園
な
ど
の
給
水
栓（
蛇
口
）か
ら
採
水

し
て
検
査
し
ま
す
。

○
水
質
基
準
項
目
、水
質
管
理
目
標
設
定

項
目
の
ほ
か
、感
染
症
予
防
の
た
め
に

嫌
気
性
芽
胞
菌
と
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ

ウ
ム
等
の
検
査
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

浄
水
場
ろ
過
水
の
放
射
性
物
質
を
測
定

し
、安
全
性
を
確
認
し
ま
す
。

○
検
査
項
目
の
色
、濁
り
、残
留
塩
素
は
越

谷
市
・
松
伏
町
内
に
あ
る
6
か
所
の「
末

端
監
視
装
置
」で
毎
日
自
動
測
定
し
ま

す
。

○
検
査
結
果
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
水
道

だ
よ
り
で
公
表
し
ま
す
。

●2か年の継続事業として実施している、東部配水場の耐震補強と電
気・機械設備の更新工事は平成31年3月の竣工を目指します。

●築比地浄水場系の基幹管路の更新については、昨年度からの継続事業
である第1工区と併せて第2工区も2か年継続事業として着手しま
す。

●中小口径管のコストダウンを図るため、耐震性と長寿命性を備え、か
つ経済性に優れる水道配水用ポリエチレン管の平成31年度からの
本格採用に向け、試験施工を行います。

●危機管理対策については、被害想定による図上シミュレーションを取
り入れた災害初動訓練を実施します。また、他団体等とも連携し、広域
的な無線通信訓練や情報伝達訓練を実施します。

将来にわたって安定的に
水を供給し続けるため、
地震等の災害に備えて、
浄・配水場や基幹管路な
ど水道施設の耐震化を推
進するとともに、危機管
理対策の充実を図り、強
靭な水道を構築します。

●水質管理については、水源から蛇口までの水質を総合的に管理する
「水安全計画」に基づき、常に安全な水道水を供給していきます。

●水質検査は、毎年度策定し公表している「水質検査計画」に則り、きめ
細かく検査を実施するとともに、ガスクロマトグラフ質量分析計や末
端水質監視装置を更新し、検査精度の向上と信頼性の確保に努めま
す。

●濁水の発生要因ともなる経年化した配水管を対象に、引き続き過去の
管洗浄データの分析結果を基にエリアを抽出し、計画的に配水管の洗
浄を実施します。

●貯水槽の水質劣化を抑制するため、貯水槽設置者に対し適正管理を促
すとともに、直結直圧給水方式や直結増圧給水方式の普及・啓発に取
り組みます。

水道施設を適正に維持
管理し、水源から蛇口
までの水質管理を徹底
することによって、安
全で良質な水道水を供
給し続ける水道を目指
します。

●水道事業の広域化については、埼玉県及び近隣事業体で構成する「埼
玉県第2ブロック水道広域化実施検討部会」において、料金システム
の統合や施設の再構築について引き続き協議を進めていきます。

●当企業団は来年4月に設立50周年を迎えることから、平成30年度の
水道フェアや親子水道教室などを記念事業として開催するとともに、
記念誌の作成やPRキャラクターの公募などを行います。

●水道料金の収納率向上に向け、新たに未収整理業務の一部を弁護士に委
託し、速やかな未収金回収に一層努めていきます。

●環境対策として、引き続き西部配水場の小水力発電や北部配水場の太
陽光発電による再生可能エネルギーを活用するとともに、東部配水場
の配水ポンプに高効率なインバーター制御設備を導入し電力量を削
減します。

将来にわたって健全な水
道事業経営を持続してい
くため、中長期的な財政収
支見通しと適切な資産管
理の下、経営の効率化や人
材の育成と技術の継承、環
境へ配慮した事業などの
取組みを推進します。

で安定した水道事業の構築を目指してで安定した水道事業の構築を目指して

な水の給水を目指してな水の給水を目指して

可能な水道事業経営を目指して可能な水道事業経営を目指して

地区 事業所名 所在地 電話番号

桜井

新方

増林

大袋

荻島

出羽

地区 事業所名 所在地 電話番号

蒲生

川柳
大相模

越ヶ谷

大沢

松伏

飯山建鉄株式会社

株式会社伸和設備

有限会社渡辺工業所

有限会社ヤマト工業所

共同工業株式会社

有限会社須賀設備

株式会社吉川水道冷熱

有限会社早山設備

株式会社協和設備

有限会社日栄設備

株式会社桶新設備

有限会社鈴木水道設備

有限会社田中水道工業所

共栄設備株式会社

越谷市平方1821

越谷市船渡495-1

越谷市船渡1735

越谷市増森2-164-5

越谷市増森2830-15

越谷市東越谷4-8-15

越谷市東越谷10-110-13

越谷市花田4-7-16

越谷市大道478

越谷市恩間29-6

越谷市西新井898

越谷市神明町2-38

越谷市新越谷1-64-17

越谷市七左町4-472-5

978-6000

978-8711

971-8355

962-5555

964-3561

965-2441

969-3611

965-2214

973-6000

975-6311

974-4716

964-7048

986-6021

986-3299

988-3067

987-5359

985-7221

987-2538

965-0351

974-8711

966-7781

962-3978

962-0171

962-0318

991-2403

991-2723

991-2459

991-2428

蒲生水道設備工業株式会社

株式会社水導屋

第一エネルギー設備株式会社

有限会社東部興業

株式会社水野工業所

株式会社ナカノヤ

株式会社新興設備

有限会社井戸由管工社

株式会社豊田設備

有限会社会田設備

今城電気商会

山崎工業所

明成工業株式会社

モリタヤ工業株式会社

 

 

越谷市蒲生1-3-39

越谷市蒲生3833-2

越谷市蒲生茜町13-2

越谷市川柳町4-374

越谷市西方2-25-4

越谷市大沢3-28-11

越谷市東大沢4-6-29 

越谷市御殿町3-46

越谷市中町11-4

越谷市赤山町5-10-12

松伏町松伏4818

松伏町上赤岩859-2

松伏町田中1-4-4

松伏町金杉477-2  

水道工事専門店が加盟する組合です。
水で困ったとき……まずはご連絡ください。

越谷松伏管工事業協同組合
越谷市大沢 4－17－17 TEL 048-964-6633　FAX 048-965-2846

広告

業
務
の
予
定
量

給水戸数 162,400戸
3,760万㎥

103,014㎥
32億4,070万円
東部配水場耐震補強
及び設備整備工事等〔　　　　　　　　 〕

年間配水量
1日平均配水量

主な建設改良事業

収　益　的　収　支 … 水道料金などの収入と、原水の購入費用や水を届けるために必要な費用の収支です。収　益　的　収　支 … 水道料金などの収入と、原水の購入費用や水を届けるために必要な費用の収支です。

　収入は19億9,700万円、支出は52億9,400万円となっています。
　収入では、建設改良に伴う財源として8億8,000万円を借入れ、加入
者分担金が6億円、有価証券の満期償還金等が4億10万円、越谷市や松
伏町からの工事負担金が8,820万円、国庫補助金が2,870万円で、収
入の合計は前年度比7,600万円減となっています。
　支出では、築比地浄水場基幹管路（第1工区・第2工区）の工事や東部
配水場の耐震化と電気・機械設備の更新など水道施設を建設・改良する
ための費用が38億8,270万円、借入金の返済が13億1,030万円、投
資有価証券の購入が1億100万円で、支出全体は前年度比2億2,700
万円増となっています。
　収入に対する支出の不足額32億9,700万円は、内部留保資金など
で補てんします。

資　本　的　収　支 … 資　本　的　収　支 … 借入金や加入者分担金などの収入と、浄・配水場や配水管を整備するなど安定して水を送る
ために必要な投資的支出の収支です。

水道料金
67億4,420万円

長期前受金戻入
7億7,680万円

その他
3億1,700万円

収支差額（利益）
9億800万円

その他
1億6,740万円

企業債利息
3億4,550万円

減価償却費
21億2,600万円お客様に水を

お届けするための
費用

20億110万円
埼玉県営水道から

原水を購入する費用
22億9,000万円

支出
69億3,000万円

収入
78億3,800万円

収入
78億3,800万円

※税込み

※税込み

不足額
32億9,700万円

借入金
8億8,000万円

加入者分担金
6億円

工事負担金
8,820万円

国庫補助金2,870万円

投資有価証券
の購入

1億100万円

借入金の返済
13億1,030万円

水道施設を建設・
改良するための費用
38億8,270万円

支出
52億9,400万円

収入
19億9,700万円

収入
19億9,700万円

企業団ホームページアドレス　http:www.koshi-matsu.koshigaya.saitama.jp/ 上下水道料金のお支払いは、便利な【口座振替】を利用しましょう。

　企
業
団
で
は
、安
全
で
良
質
な
水
を
お
届
け
す
る
た
め
、定
期
的
に
水
質
を
検
査
し

て
い
ま
す
。

　水
質
検
査
計
画
と
は
、検
査
の「
項
目
」「
場
所
」「
頻
度
」な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

毎
年
度
策
定
し
公
表
し
て
い
ま
す
。

強靭強靭

安全安全

持続持続

築比地浄水場系の基幹管路の更新築比地浄水場系の基幹管路の更新

水質検査の作業風景水質検査の作業風景

北部配水場の太陽光発電北部配水場の太陽光発電

有価証券の
満期償還金等
4億10万円


